
 

  

■ はじめに 
近年、人為起源の二酸化炭素排出に伴い、大気・海洋

中の二酸化炭素量が増加し、地球温暖化や海洋酸性化
が急激に進行している。海洋に二酸化炭素が溶解すると、
炭酸系の化学平衡状態が変化し、炭酸イオン濃度やpH
が低下する（図１）。このような条件下では、貝類、サンゴ、
ウニ、有孔虫、石灰藻類など、海洋で殻を作る生物に成長、
生理、発生などで深刻な影響がみられることが明らかにな
ってきた（IPCC, 2013）。 

発表者は、海洋生物環境研究所（海生研、新潟県柏崎
市）と共同で貝類を用いた海洋酸性化飼育実験を実施し
た。これまで飼育実験の難しかった大型の生物（貝類、サ
ンゴ、魚類など）の飼育を実現するため、海水の二酸化炭
素分圧をコントロールした海水をより大容量に供給できる
システムを開発し、より多くの生物種を用いた飼育実験を
実現した。 

 
■ 活動内容 
１．飼育実験装置概要 

図２に海洋酸性化実験システムの概略図を示す。海水
で満たされた約２ｍの溶解塔で二酸化炭素を溶解させ、
高濃度の二酸化炭素濃度の海水を作成し、これを温度調
節した海水と容量調整を行いながら混合すると、目標とす
る二酸化炭素分圧の海水を作成することができる。本シス
テムにより、流水式の水槽実験が可能である。水槽へ調
製海水を供給する管には、複数のコックを取り付けており、
１実験区につき、水槽を数台設置して生物実験ができる。 
２．二酸化炭素分圧調整実験 

各水槽に生物試料を10個体ほど配置し、数段階の海洋
酸性化生物実験を行い、貝殻や軟体部の成長への影響
を調べた。 

●アカガイへの海洋酸性化影響 
17℃および25℃一定条件で、6段階に二酸化炭素分圧

を設定した酸性化実験を実施した。アカガイは殻成長・軟
体成長とも酸性化による有意な違いはみられなかった
（Nishida et al., in prep.） 

●ウバガイへの海洋酸性化影響 
ウバガイ（市場ではホッキガイとも呼ばれる）の稚貝を5

段階に二酸化炭素分圧を設定した酸性化実験を実施した。
20週間暴露した結果、試験期間中に成長した部位につい
て、高い二酸化炭素分圧の実験区ほど、殻の厚みが薄く
なる傾向がみられた。よって、海洋酸性化が進行すると、

本種は物理的衝撃や捕食に対する耐性が低下する可能
性があり、引き続き、酸性化影響を検討していく必要があ
る。（林ほか, 印刷中, 月刊地球） 
３．殻の安定同位体比への海洋酸性化影響 

海洋酸性化実験を実施したアカガイについて、殻の炭
素・酸素同位体比を測定し、骨格に酸性化海水影響が見
られるか検討した。海水の溶存無機炭素の炭素同位体比
と飼育水温から同位体平衡値を計算し、貝殻の炭素同位
体比と比較することで、酸性化海水の寄与率を計算した。
その結果、アカガイでは酸性化が進行するほど、代謝由
来の炭素を石灰化部位に供給しており、酸性化海水の影
響を小さくするため、石灰化部位の制御機能が働いてい
る可能性がある。 
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図２ 海洋酸性化実験システムの概要 
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図１ 海洋酸性化の解説 
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